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中国山東省に産出するk i m b e r l i t eとc a r b o n a t i t eのS r，N d，C，O同位体比を測定し，両岩石の成因的関係を検討
した．

山東省Mengyin産kimberliteのεSr値，εNd値は，CHURに近い値を示す．
一方，山東省T o n g s h i m a，B a d o u産c a r b o n a t i t eは，正の高いεS r値，負の低いεN d値を示し，k i m b e r l i t eの値と

は全く異なっている．
kimberliteとcarbonatiteに含まれる方解石のδ13C値，δ18O値についても異なっている．
これらの事から，山東省産kimberliteとcarbonatiteの間には，直接的な成因関係はないものと考えられる．

キンバーライトとカーボナタイトの間の成因的関係については，現在，明確な結論は得られていない．本研
究では，中国山東省に産出するキンバーライトとカーボナタイトのS r，N d，C，O同位体比を測定し，それらの成
因的関係を検討した．

山東省のキンバーライトはM e n g y i nから採集され，それらは，εS r＝0～2 5，εN d＝- 4～- 1，δ1 3 C＝- 8～- 6
per mil，δ1 8 O≒12 per milを示した．εS r値，εN d値からキンバーライトの起源物質は，C H U Rよりやや液相濃
集元素に富んだmantleであると考えられる．また，δ13C値は，mantle CO2に近い値を示した．

山東省のカーボナタイトはT o n g s h i m a，B a d o uから採集され，それらは，εS r＝8 0～8 6，εN d＝- 1 7～- 1 4，δ
13C＝-6～-1 per mil，δ18O＝14～16 per milを示した．εSr値，εNd値は山東省産のキンバーライトのそれらの値
とは全く異なっている．また，このεS r値，εN d値は，世界各地にみられるカーボナタイトのそれらの値と比べ
て，非常に高いε S r値，低いεN d値を示している．δ 1 3 C値，δ1 8 O値は，mantle CO2と比べてともに高い値を
示す．

また今回，中国山東省産のカーボナタイトのRb - SrアイソクロンからTongshimaにおいては124Ma， Badouに
おいては1 1 3 M aの年代が求められた．一方，山東省産のキンバーライトの年代は， 4 5 0 M a前後と推定される

（Zhang , 1996） ．
これらの事から，中国山東省のキンバーライトとカーボナタイトの間には，S r，N d，C，O同位体比，年代の

相違からみるかぎり，直接的な成因関係はないものと考えられる．


